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知っておきたい季節の花⑪{イタドリ] 学名 Reynoutriajaponica Houtt. var.japnica (タデ科)

大別|地方の山や野原、道端、谷川の緒、河原など、どこにでも生えている大形の多年生の草で、高さは50cm
"'150cmぐらいになります。夏のころ、枝先や葉の根元から花穂を出してたくさんの花をペにつけます。本種は
雄株と雌株とがあり、写真は雌株の果実です。雌株は花が済むと外側の翼のある三つの害片が果実を包んでぶ

らさがります。クリーム色でとてもよく目立ちます。薬になるので「痛みを取る」がイタドリとなったといわ

れています。早春に芽生える紅紫色の幼植物は食用や遊び道異になるのはよく知られています。
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今月の納税は 1 I 
市民の動き

平成10年10月30日現在

固定資産税
人口 39，432人 ( +26) 

男 18，803人 ( +23) 

第 3期 女 20，629人 (+ 3) 

世帯数 14，274世帯 (+ 10) 

納期は12月25日です J 1面 積 240.99平方キロメートル
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平
成
十
年
度
大
洲
市
民
運
動
会
が
、
十
月
十
日
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、
市
内
十
四
地
区
か
ら
約
二
千

人
の
選
手
が
参
加
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。
総
合
優
勝
は
柳
沢
、

準
優
勝
は
平
、
第
三
位
は
新
谷
が
獲
得
。
ま
た
、
昨
年
六
位
か
ら
四
位
と
が
ん
ば
っ

た
久
米
が
努
力
賞
を
受
賞
し
、
優
秀
な
応
援
を
し
た
チ

1
ム
に
贈
ら
れ
る
特
別
賞

は
、
菅
田
、
八
多
喜
、
上
須
戒
が
獲
得
し
ま
し
た
。
な
お
、
十
並
び
と
な
っ
た
開

催
日
を
記
念
し
て
、
特
別
に
設
け
ら
れ
た
十
位
で
賞
は
肱
南
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

や
は
り
強
い

柳
沢

今
年
の
市
民
運
動
会
は、

二
年
ぶ

り
に
柳
沢
が
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

柳
沢
は
、
今
大
会
の
十

一
種
目
中
、

順
位
決
定
戦
に
臨
ん
だ
の
は
わ
ず
か

二
種
目
の
み
、
五
種
目
で

一
位
を
獲

得
と
い
う
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
つ

け
ま
し
た
。
関
係
者
に
よ
る
と
、
地

区
の
ま
と
ま
り
が
よ
く
、
全
員
が
数

少
な
い
練
習
を
ま
じ
め
に
取
り
組
ん

だ
こ
と
が
勝
因
と
の
こ
と
。
こ
こ
十

年
間

(平
成
六
年
は
途
中
中
止
)
で
、

六
回
も
の
優
勝
を
果
た
し
て
い
る
柳

沢
。
こ
の
チ
l
ム
の
団
結
力
に
は
脱

帽
で
す
。

玉
入
れ
で
大
記
録
/

昨
年
の
七
位
か
ら
準
優
勝
へ
と
躍

進
し
た
平
。
優
勝
し
た
柳
沢
と
の
差

は
わ
ず
か
六
点
と
僅
差
で
の
準
優
勝

で
し
た
。
か
な
り
練
習
を
し
て
い
た

と
い
う
平
。
ま
さ
に
練
習
の
成
果
を

平成10年度市民運動会地区別得点集計
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ゲ
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送 I:J 賞位 あ カず

男 女 m頁
れ き 言十ス し、Jレ Jレ し ム 弓乙 弓乙 位

1 柳沢 101 14 141 6 11 81 14 141 14 71 12 124 優勝 3 

2 平 141 12 131 4 41 11 131 12 91 13 131118 準優勝 7 

3 新谷 51 7 61 12 141 14 121 10 71 12 111110 第 3位 2 

4 久 米 111 13 6 51 13 11 51 13 81 14 100 努力賞 6 

5 菅田 91 10 61 11 81 6 101 11 111 10 81100 特別賞 5 

6 三 善 121 11 121 10 31 7 81 13 81 4 101 98 

7 八多喜 131 8 91 14 131 12 71 7 61 3 31 95 特別賞 4 

8 平 野 21 9 91 9 121 9 51 6 21 14 91 86 9 

9 喜多 81 5 91 13 91 3 31 9 41 2 71 72 8 

10 肱荷 41 9 71 6 21 9 41 10 11 51 68 10位で賞 11 

11 肱北 61 3 61 8 71 1 61 2 121 6 61 63 14 

12 大 川 41 2 61 3 101 5 21 8 5 41 50 13 

13 南久米 31 6 11 5 41 4 31 9 21 49 12 

14 上須戒 7 61 2 21 10 3 51 1 39特別賞 10 

発
揮
し
た
と
い
う
わ
け
で
す
が
、
何

と
言
っ

て
も
圧
巻
は

「玉
入
れ
」
で

し
た
。
カ
ウ
ン
ト
が
始
ま
り
、
他
の

地
区
の
審
判
員
が
最
後
の

一
個
を
大

き
く
投
げ
上
げ
た
後
も
、
平
の
繰
り

出
し
は
続
き
ま
し
た
。
五
十
個
を
入

れ
れ
ば
上
位
が
望
め
る
と
い
わ
れ
て

き
た
競
技
で
す
が
、

六
十
・
:
七
十
と

続
く
カ
ウ
ン
ト
に
観
衆
も
ピ

ッ
ク
リ
。

大
き
な
弧
を
描
い
た
最
後
の
玉
は
七

十
三
個
目
で
し
た
。
会
場
は
ど
よ
め

き
、
歓
喜
す
る
選
手
た
ち
。
こ
の
驚

異
的
な
大
会
新
記
録
を
た
た
え
、
惜

し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

メ
ジ
シ
ン
ボ
ー
ル

新
谷
九
連
覇
な
ら
す

「
メ
ジ
シ
ン
ボ
l
ル
」
と
言
え
ば

新
谷
。
各
地
区
が
精
鋭
を
そ
ろ
え、

打
倒
新
谷
を
合
言
葉
に
練
習
を
重
ね

て
き
た
競
技
。
今
年、

つ
い
に
柳
沢

と
平
が
新
谷
を
破
り
、
新
谷
の
九
連

覇
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

メ
ジ
シ
ン
ボ
l
ル
は
新
谷
の
御
家
芸

と
自
他
共
に
認
め
る
と
こ
ろ
。
来
年
、

奪
回
に
燃
え
る
新
谷
の
活
躍
が
楽
し

み
で
す
。
ま
た
、
も
う

一つ
、
新
谷

が
連
覇
し
続
け
て
い
る
の
が
「
和
気

あ
い
あ
い」。

こ
ち
ら
は
、
見
事
に

七
連
覇
と
記
録
を
更
新
し
ま
し
た
。

さ
て
、
市
民
運
動
会
で
は
様
々

な
ド
ラ
マ
が
繰
り
広
げ

5
れ
ま
し

た
。
ほ
ん
の
一
部
で
す
が
、
力
メ

ラ
ス
ケ
ッ
チ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(
音
公
民
館
主
事
さ
ん
に
も
写
真

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
)
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お
誕
生
日
お
め
で
と
う
/

上
須
戒
の
山
本
優
実
さ
ん
は

今
日
が
叩
歳
の
誕
生
日
。
こ
の

記
念
す
べ
き
目
、
最
初
の
種
目

小
学
生
リ
レ
ー
で
元
気
に
ス
タ
ー

タ
ー
を
務
め
ま
し
た
。

企選手宣誓は柳沢チームの
石岡さんと形山さん

企みんなそろって準備体操

企残念、九連覇ならず.A.73個の大会新記録、ヤツター /.A.感動のゴ-)し/

- -- 一品;.I;e~孟ι品~

.A.リムころがしは、スピードに
のるまでガ大変
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12月号広報ああず '98

ごみは、市ガ無償配布した指定袋で出しましょう/

。資源ごみは正しく分別できていますか? J 
もやすごみの中に、資源となるペッ トボトルや食品トレイ j
が混ざっていることが多く見受けられます。もやすごみとし i
て出せばごみ、資源ごみとして出せばリサイクjレができます。 i
積極的に資源ごみとして出しましょう。 ~
①ペットボトルの出し方 ，、 i 
Oリサイクルマークの付いているもの .....1‘ ー
を出しましょう。 1 1 1
。キャッフは必すはすし、 中を洗って ー-......--

PET 
出しましょう。

。リサイクルマーつの付いていないもの (油や洗剤などが入つ
ているもの)は、もやすごみとして出しましょう。
。缶・ビンとは別にして出しましょう。

②発泡スチロール容器の出し方 lぐ~~よ\
。リサイクルマーつの付いているもの \ぐr三~ ~ 
または発泡スチロール製のものを出 ffi<てひマか(，1たら i 

傷力、っくもの t 
しましょう。 l

0食品トレイは、使用後すぐに水洗いをして出しましょう。 ~
O発泡スチ口 jレ製のとろ箱は、ラベルをはがして指定袋に i
入れて出しましょう。 ~
③古紙・紙パックの出し方 j 
O新聞・雑誌・段ボールの種類ごとにひもで十字にしばって j
出しましょう。 ~
0新聞紙には、広告が入っていても構いません。 i
O紙パックはきれいに洗って広げ、よく乾かしてからひもで {
十字にしばって出しましょ う 。 ~
O紙パックの内側が特殊加工されているものは、もやすごみ i
として出しましょう。
。雨の日は出さないで、次の収集日に出しましょう。 j 
O古布の綿入り製品、じゅうたんは、もやすごみの日に指定 t
袋に入れて出しましょう。 i 

ごみの6種分別-指定袋制がスター卜して
2カ月が経ちますが、みなさん正しく分別が
できていますか?
もう一度ごみ出し力レンダーや分別パンフ
レッ卜を見て、収集日や出し方を確認してみ
ましょう。

食
指
定
袋
で
出
し
ま
し
ょ
う
f

市
販
の
黒
い
袋
で
出
さ
れ
た
場
合
、

中
が
見
え
な
い
た
め
分
別
が
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
り
、
資
源
ご
み
が
汚
れ

た
状
態
で
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

処
理
が
困
難
と
な

っ
て
い
ま
す
。

家
庭
に
残
っ
て
い
る
市
販
の
袋
が

あ
れ
ば
、
な
る
べ
く
早
い
う
ち
に
も

や
す
ご
み
袋
と
し
て
使
い
切
り
、
指

定
袋
で
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
資
源
ご
み
に
つ
い
て
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
を
行
う
た
め
に
も
必
ず
指

定
袋
で
出
し
ま
し
ょ
う
。

r 

大
も
や
さ
な
い
ご
み
と
資
源
ご

み
は
収
集
日
が
違
い
ま
す
f

も
や
さ
な
い
ご
み
の
日
に
、
資
源

ご
み
の
缶
・
ピ
ン
が
多
く
出
て
い
ま

す
。
ま
た
、
資
源
ご
み
の
日
に
、
も

や
さ
な
い
ご
み
が
混
ざ

っ
て
出
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
や
さ
な
い
ご
み
と
資
源
ご
み
は

処
理
方
法
が
違
う
た
め
、
必
ず
収
集

日
を
守
り
、
分
別
し
て
出
し
ま
し
ょ

、っ
。も

や
さ
な
い
ご
み
第

1
0曜
日

ま

た

は

第

2
ム
曜
日

資
源
ご
み
(
缶
・
ビ
ン
)
第

3
0曜
日

ま

た

は

第

4
ム
曜
日

大
ご
み
は
決
め

5
れ
た
自
分
の

地
区
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
f

ご
み
は
ど
こ
に
で
も
出
せ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
、
利
用
す
る
人
た
ち
で
管
理
し

て
い
ま
す
。
決
め
ら
れ
た
自
分
の
地

区
以
外
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
出
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
地
区
に
よ
っ
て
は
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
正
し
く
管
理
し
、

出
し
た
人
に
ご
み
の
分
別
や
出
し
方

に
責
任
を
も

っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

ご
み
袋
に
記
名
を
し
た
り
ρ

必
ず
指

定
ご
み
袋
で
出
す
よ
う
に
決
め
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

ご
み
出
し
ル
l
ル
を
守
っ
て、

積

極
的
に
地
区
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

大
野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
f

ご
み
減
量
の
た
め
、
小
型
焼
却
炉

で
の
焼
却
や
野
焼
き
を
さ
れ
て
い
る

の
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

特
に
ナ
イ
ロ
ン
・
塩
化
ビ
ニ
ー
ル

系
の
も
の
を
十
分
な
設
備
の
な
い
小

型
焼
却
炉
で
焼
却
し
た
り
、
野
焼
き

を
す
る
と
、
悪
臭
や
煙
・
有
害
な
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
が
発
生
し
、
環
境
汚
染

に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
家

庭
か
ら
出
る
ナ
イ
ロ
ン
系
の
も
の
は
、

も
や
す
ご
み
と
し
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

へ
出
し
ま
し
ょ
う
。

4 

大
不
法
投
棄
は
や
め
ま
し
ょ
う
F

道
路
や
河
川
等
の
公
共
の
場
所
や

山
間
部
な
ど
で
、
冷
蔵
庫
や
洗
濯
機

な
ど
の
粗
大
ご
み
が
不
法
に
捨
て
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

車
か
ら
空
缶
や
た
ば
こ
の

吸
い
殻
な
ど
を
捨
て
る
光
景
も
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ご
み
の
投

棄
は
、
法
律
に
よ
り
禁
じ
ら
れ
罰
せ

ら
れ
ま
す
。

ご
み
は
絶
対
に
捨
て
な
い
で
、
適

正
な
処
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

食
事
業
系
ご
み
は
、
家
庭
ご
み
の

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
せ
ま
せ
ん
f

商
庖
・
工
場
・
事
務
所
な
ど
か
ら

出
る
営
業
用
ご
み
(
事
業
系
ご
み
)

は
、
廃
棄
物
処
理
法
の
中
で
自
ら
処

理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な

っ
て

お
り
、
地
区
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

事
業
者
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
、

適
正
な
処
理
を
し
ま
し
ょ
う。

。
事
業
系
ご
み
の
処
理
方
法

①
事
業
者
自
ら
処
理
施
設
へ
搬
入

す
る

②
事
業
者
が
、

一
般
廃
棄
物
許
可

業
者
へ
依
頼
す
る

※
ご
み
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

保
険
環
境
課
生
活
衛
生
係
官
@
2
1

1
1
(内
線
1
6
2
・
1
6
6
)
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V約4，000人ガ訪れました
1.L ..¥ l"'1f"'曹一-.:"

V卓上ホパークラフトづくりVシャボン玉って不思議だね

第2回科学体験
フzスティパルin大洲

楽しい科学実験や科学工作を通して、子供たちの科学に対
する興味や関心を高めようと第2回科学体験フェスティバルin
大測が10月24日、総合体育館で開催されました。
fやってみよう・つくってみようjを合言葉に、自然の不思議
や科学のおもしろさが体験できる31のコーナーを設置。大勢の
子供たちが訪れ、目を輝かせて様々な実験に挑戦していました。企パラの花ガ力チ力チに

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状
受
賞

十
月
二
十

一
日
に
「
統
計
の
日
」

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
農
林
水
産

大
臣
感
謝
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ
の
伝
達
式
に
お
い
て
、
松
田
吉

勝
さ
ん
(
田
口
)
が
永
年
協
力
者

〈

農
業
経
営
統
計
調
査
農
家
〉
と
し
て

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状
を
受
賞
し
ま

し
た
。
松
田
さ
ん
は
、
永
年
、
農
業
経
営

統
計
に
お
い
て
、
毎
日
の
現
金
収
入
、

現
物
の
受
払
い
及
び
消
費
、
農
作
業

の
労
働
時
間
、
農
畜
産
物
・
繭
生
産

等
の
た
め
に
投
下
し
た
物
量
と
価
格

等
に
つ
い
て
詳
細
に
記
帳
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
結
果
は
農
畜
産
物
価
格

の
安
定
、
農
業
経
営
の
改
善
、
農
村

消
費
水
準
等
の
測
定
な
ど
、
農
業
施

策
に
必
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
広
く

活
用
さ
れ
て
お
り
、
農
林
水
産
統
計

発
展
へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

企炭ガ電池に早変わり

新
成
人
の

皆
さ
ん
ヘ

大
洲
市
で
は
、
成
人
を
迎
え
ら
れ

る
皆
さ
ん
の
輝
か
し
い
未
来
を
祝
福

し、

一
月
十
五
日
に
記
念
の
式
典
を

開
催
し
ま
す
。

大
洲
市
に
住
所
を
有
す
る
新
成
人

の
皆
さ
ん
に
は
、
十
二
月
初
旬
に
案

内
状
を
送
付
し
ま
す
。

ま
た
、
転
出
し
て
い
る
人
で
参
加

を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
教
育
委
員
会

ま
た
は
最
寄
り
の
公
民
館
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
}

平
成
十
一
年

一
月
十
五
日
(
金
・
:
成

人
の
日
)
午
後

一
時
か
ら

{
開
催
場
所
}

大
洲
市
民
会
館
大
ホ
l
ル

【
対
象
者
}

昭
和
五
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
五
十
四
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
大
洲
市
に
住
民
票
が
あ
る

人
、
ま
た
は
転
出
者
の
う
ち
大
洲
市

に
家
族
が
在
住
し
て
お
り
、
参
加
を

希
望
す
る
人

{
問
い
合
わ
せ
先
}

大
洲
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
体

育
課
宮
⑫
2
1
1
1
(内
線
5
5
3
)

5 
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出発式、大洲市発

松山かう大阪経由しブIjスベーンへ

ブリスベーン着

ブリスベーン近郊の研修地内見学

ホームステイ開始

午前 .英語クラス、午後 :文化体験

活動

工クス力一ション(野外語学研修)

ホストファミリーと週己す

ホストファミりーと週己す

午前:小学校で交流、午後:英語クラ

ス
午前:高齢者施設訪問、午後・英語ク

ラス

午前:小学校で交流、午後・英語ク

ラス

午前.英語クラス、午後:工クス力一

ション

工クス力一ション

ホストファミリーと週己す

ホストファミりーと過ごす

午前:英語クラス、午後 ・さよなう

J¥ーティー

ブリスベーンからシド二一経由し大

阪へ

大阪かう松山へ、大洲市着

大
洲
市
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
は

二
十

一
世
紀
を
担
う
中
学
生
を
海
外

へ
派
遣
し
、
異
国
の
文
化
、
歴
史
、

経
済
、
生
活
習
慣
及
び
国
民
性
の
違

い
を
肌
で
感
じ
さ
せ
、
そ
の
体
験
を

通
し
て
国
際
的
な
感
覚
の
か
ん
養
と

視
野
を
広
め
さ
せ
、
も
っ
て
国
際
化

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

初
め
て
と
な
っ
た
今
回
は
、
七
月

二
十
八
日
か
ら
八
月
十
二
日
ま
で
の

十
六
日
間
、
中
学
コ
一
年
生
八
名
と
引

率
者
二
名
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
派

遣
し
ま
し
た
。

派
遣
先
で
は
、
ホ
l
ム
ス
テ
イ
を

中
心
と
し
て
、
語
学
研
修
は
も
ち
ろ

ん
、
現
地
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流

で
友
情
を
深
め
た
り
、
各
地
を
見
学

す
る
な
ど
し
て
、
貴
重
な
体
験
学
習

が
で
き
ま
し
た
。

表程日
7月28日(刈

7月29日(羽

7月30日制

今
年
度
よ
り
、
海
外
派
遣
事
業
が

始
ま
り
、
中
学
生
と
教
員
を
含
め
十

名
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
生
徒
は

ほ
と
ん
ど
が
初
め
て
の
海
外
生
活
で

あ
っ
た
た
め
、
健
康
と
不
慮
の
事
故

を
特
に
気
遣
い
ま
し
た
が
、
全
員
が

目
的
を
達
成
で
き
無
事
に
帰
国
で
き

ま
し
て
、
ひ
と
安
心
の
思
い
で
す
。

異
文
化
の
国
で
の
体
験
を
通
し
て

自
分
と
は
違
っ
た
言
語
や
生
活
習
慣

を
も
っ
人
と
共
生
す
る
こ
と
の
す
ば

ら
し
さ
や
大
切
さ
を
理
解
し
、
国
際

的
な
感
覚
や
広
い
視
野
を
持
つ
こ
と

の
必
要
性
を
学
ん
だ
こ
と
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
体
験
を

7月31日働

8月1目的

8月2日(日)

8月3日伺)

8月4日(刈

8月5日(水)

6 

一
過
性
の
も
の
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と

な
く
、
更
に
、
生
か
し
発
展
さ
せ
て

く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
御
支
援

い
た
だ
き
ま
し
た
市
当
局
や
関
係
者

の
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

8月6日制

8月7日働

8月8目的

8月9日但)

8月10日伺)

8月11日(刈

8月12目的



大
洲
南
中

村
上

知
也

12月号広報ああず '98

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
で
美
し
い
国

だ
っ
た
。
地
平
線
を
初
め
て
見
た
。
僕
は
ア
ク
テ
ィ

ブ
な
ホ
ス
ト
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ

l
ク
の
山
々
の
ハ
イ

キ
ン
グ
を
思
い
切
り
楽
し
ん
だ
。
ス
ケ
ー
ル
が
大
き

く
、
ジ
ュ
ラ
紀
の
よ
う
な
森
に
圧
倒
さ
れ
た
。

空
は
真
っ
青
で
、
同
じ
く
ら
い
オ
ー
プ
ン
な
ホ
ス

ト
は
僕
を
家
族
同
様
に
し
て
く
れ
た
。
彼
等
と
自
然

に
話
し
て
い
る
自
分
に
少
し
驚
い
た
が
、
英
語
漬
の

毎
日
も
面
白
く
楽
し
か
っ
た
。
身
振
り
手
振
り
で
話

し
ま
く
っ
た
お
陰
で
英
語
に
少
し
自
信
が
つ
い
た
。

僕
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
カ
ナ
ダ
か
ら
家
族

全
員
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
留
学
に
来
て
い
た
。
そ

の
行
動
力
と
豊
か
な
世
界
観
に
触
れ
、
僕
も
世
界
で

仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。
コ
ー

デ
ィ
、不
l
タ
l
の
先
生
が

「学
び
続
け
な
さ
い
」
と

言
わ
れ
た
言
葉
を
肝
に
命
じ
て
お
き
た
い
。

私
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
た
く
さ
ん
の
い
い
思

い
出
が
で
き
ま
し
た
。
小
学
校
へ
行
っ
て
み
ん
な
で

折
紙
を
し
た
り
、
海
へ
行

っ
た
り
、
そ
し
て
何
よ
り

も
、
モ
ニ
カ
さ
ん
と
い
う
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方

と
一
緒
に
生
活
し
た
こ
と
で
す
。
モ
ニ
カ
さ
ん
は
、

す
ご
く
優
し
く
て
お
も
し
ろ
い
人
で
し
た
。
私
が
疲

れ
て
し
ん
ど
そ
う
な
顔
を
し
て
い
る
と
、
す
ご
く
心

配
し
て
く
れ
ま
し
た
。
休
み
の
日
に
な
る
と
テ
ニ
ス

や
ダ
ン
ス
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
モ
ニ
カ
さ
ん
は

と
て
も
上
手
だ
っ
た
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

で
も
、
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
つ
ら
い

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
自
分
の
言
い
た
い

こ
と
を
英
語
で
う
ま
く
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
勉
強
し

て
、
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
が
相
手
に
伝
わ
る
よ
う

に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
洲
北
中

正
木

宏
典

大
洲
北
中

笹
山
い
す
み

僕
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
ホ
l
ム
ス
テ
イ
で

た
く
さ
ん
の
思
い
出
と
貴
重
な
経
験
を
し
ま
し
た
。

最
初
と
て
も
不
安
で
し
た
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
暖
か
い
愛
情
と
人
を
思
い
や
る
優
し
い
心
に
僕
は

涙
が
出
る
ぐ
ら
い
感
動
し
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ

リ
ー
の
方
に
い
ろ
い
ろ
な
所
へ
連
れ
て
行

っ
て
も
ら

う
中
で
、
多
く
の
違

っ
た
と
こ
ろ
を
発
見
し
、

家
族

と
の
結
び
付
き
も
よ
り

一
層
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
ん
な
楽
し
い
日
々
が
あ

っ
と
い
う
聞
に
過
ぎ
別

れ
の
日
が
来
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
生
活
、
慣
れ
な
い

英
語
を
使
う
僕
に

一
生
懸
命
に
な

っ
て
く
れ
て
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
二
週
間
と
い
う
短
い
期
間

で
し
た
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
お
か
げ
で
す
ば

ら
し
い
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
人

生
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
ホ
l
ム
ス
テ
イ
で
私
は
多

く
の
、
す
ば
ら
し
い
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

私
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
行

っ
て

一
番
感
じ
た
こ

と
は
、
日
本
と
の
文
化
や
習
慣
の
違
い
で
す
。
そ
の

中
で
も
、
私
が
強
く
感
じ
た
こ
と
は
「
あ
い
さ
つ
」

で
す
。
公
園
を
歩
い
て
い
た
時
に
す
れ
違

っ
た
見
知

ら
ぬ
人
た
ち
が
、
私
に
「
H
E
L
L
O
」
と
あ
い
さ

つ
を
し
て
く
れ
ま
す
。
私
は
、
そ
の

一
言
が
と
て
も

う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
こ
う
い
う
点
は
、
日
本
で
も

見
習
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
二
週
間
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

出
会
っ
た
全
て
の
人
々
、
思
い
出
を

一
生
忘
れ
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
こ
の
体
験
を
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生

か
し
て
い
け
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

7 
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織

広報ああず

お
よ
そ
二
週
間
と
い
う
短
い
滞
在
の
中
で
、
私
は

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
り
、
学
び
、
そ
し
て
そ
れ
を

習
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
が
ホ
l
ム
ス
テ
イ
す
る
に
あ
た
っ
て
一
番
心
配

し
た
こ
と
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
う
ま
く
や
っ

て
い
け
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な

私
の
考
え
と
は
裏
腹
に
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
私

を
優
し
く
、
そ
し
て
暖
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

私
が
英
語
を
理
解
で
き
な
け
れ
ば
、
分
か
る
ま
で
ゆ
っ

く
り
と
て
い
ね
い
に
教
え
て
く
れ
る
の
で
す
。
そ
し

て
何
よ
り
も
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
が
私
を
「
客
」
と
し
て
で
は
な
く
「
家
族
」
の

一
員
と
し
て
接
し
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
見
た
数
々
の
美
し
い
光
景
を

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
共
に
過
ご
し
た
楽
し
い
日
々

を
、
私
は
忘
れ
ま
せ
ん
。

僕
は
、
こ
の
ホ

l
ム
ス
テ
イ
に
参
加
し
て
、
色
々

な
こ
と
を
体
験
し
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
動

物
、
食
べ
物
、
学
校
、
そ
し
て
文
化
の
違
い
。
そ
う
い
っ

た
こ
と
の
中
で
も
特
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
大
切
な
こ
と
を
学
ん
だ

と
思
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
開
始
し
て
少
し
の
間
は
、
な
か

な
か
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
溶
け
込
む
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は

僕
に
積
極
的
に
話
し
か
け
、
ま
る
で
本
当
の
家
族
の

よ
う
に
接
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
当

初
は
消
極
的
だ
っ
た
僕
も
ホ
l
ム
ス
テ
イ
が
終
わ
る

頃
に
は
、
身
振
り
手
振
り
だ
け
ど
何
と
か
簡
単
な
会

話
が
通
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
も
っ
と
こ
こ
に
い
た

い
な
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
に
参
加
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

新
谷
中

井
上

祐
子

大
洲
東
中

大
隅
し
の
ぶ

8 

私
は
、

夏
休
み
に
「
大
洲
市
中
学
生
海
外
派
遣
事

業
」
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
二
週
間
の

ホ
l
ム
ス
テ
イ
と
い
う
こ
と
で
た
く
さ
ん
の
不
安
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も

一
番
の
不
安
は
、
上
手

く
英
語
が
伝
わ
る
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
で
も
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
ゆ
っ
く
り
分
か
り

ゃ
す
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

過
ご
し
た
二
週
間
、

会
う
人
み
ん
な
が
優
し
く
い

つ

も
笑
い
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
青
く
広
が
る
空
と
海
、

広
大
な
大
地
、

夢
の
よ
う
で
し
た
。

私
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
行
き
文
化
の
違
い
、

本
場
の
英
語
な
ど
、
自
分
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る

事
ば
か
り
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を

と
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
生
か
し
、

一
歩

一
歩
成
長
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
援
助
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆

様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
だ
か
ら
「
あ
っ
と
い
う
問
だ
っ
た
」
と
思
え
る

今
回
の
ホ
l
ム
ス
テ
イ
も
、
最
初
は
不
安
や
期
待
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
し
か
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

は
、
私
の
知
ら
な
い
こ
と
を
分
か
り
ゃ
す
く
説
明
し

て
く
れ
た
り
、
私
の
話
す
言
葉
を
し

っ
か
り
聞
い
て

く
れ
た
り
し
て
親
切
に
し
て
く
れ
、
い
つ
の
間
に
か

そ
こ
の
生
活
に
な
じ
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
毎
日
は
、

一
日

一
日
が
と

て
も
貴
重
で
楽
し
か

っ
た
分
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
の
最

後
の
日
が
来
る
の
は
早
か

っ
た
で
す
。
そ
の
日
に
な
っ

て
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
体
験
を
し
た
ん
だ
な
と
い

う
気
持
ち
が
込
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

一
つ
の
家
族
の
中
に
入
り
、
今
ま
で
と
全
く
異
な

る
生
活
、
違

っ
た
環
境
で
過
ご
し
た
こ
と
は
、
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
中
で
活

か
し
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。
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L
e
a
r
n
i
n
g
'
 

ー
学
び
続
け
よ
|

こ
れ
は
、
二
週
間
の
ホ
l
ム
ス
テ

イ
を
終
え
、
日
本
に
帰
る
私
た
ち
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
!
と
し
て
お
世
話

に
な

っ
た
ジ
ル
先
生
か
ら
送
ら
れ
た

言
葉
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の

日
々
は
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
戸
惑

い
や
驚
き
、
発
見
の
連
続
で
し
た
。

初
め
て
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
出
会
っ

た
時
の
不
安
と
緊
張
、
そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
で
過
ご
し
た
週
末
、
一
課
・
涙
の

さ
よ
な
ら
パ

ー
テ
ィ
ー
-

・
。
様
々

な
体
験
を
通
し
、
子
ど
も
た
ち
は
生

活
習
慣
や
文
化
の
違
い
だ
け
で
な
く
、

何
よ
り
も
人
を
思
い
や
る
暖
か
い
心

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
海
外
派
遣
に
参
加
し
た
八
名

全
員
が
、
こ
の
体
験
を
胸
に
、
更
に

学
び
続
け
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

nk
e
e
p
 

口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口

他
ト

て前関玄
A

所内叉耐

・「

(

/
 

式

一

発

一一

出

三一

工クス力一シヨン(ドリームワーjしドにて)

、、、

一-

学校での研修成果発表会

9 
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ゆとりの年末

笑顔の年始

事故Oで

年
末
年
始
は
人
や
車
の
往
来
が
激

し
く
な
り
、
交
通
事
故
の
多
発
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
の
知
識
を

深
め
、
正
し
い
交
通
ル
1
ル
の
実
践

と
交
通
マ
ナ
l
の
向
上
を
目
指
し
ま

し
ょ
、
っ
。運
動
の
重
点
項
目

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
夜
間
、
早
朝
の
外
出
は
、
懐
中
電

灯
や
反
射
材
、
反
射
タ
ス
キ
な
ど

を
活
用
し
て
、
歩
行
し
て
い
る
存

在
を
運
転
者
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
0

.
運
転
者
は
高
齢
者
の
行
動
を
察
し

て
、
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

-
シ
1
ト
ベ
ル
ト
は
習
慣
で
す
。
正

し
く
確
実
に
締
め
ま
し
ょ
う
。

-シ
l
ト
ベ
ル
ト
は
命
綱
。
着
用
は

交
通
安
全
の
表
れ
、
死
亡
事
故
や

け
が
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

③
飲
酒
・
無
謀
運
転
の
追
放

・
忘
年
会
、
新
年
会
、
飲
酒
の
場
所

へ
車
に
乗
っ
て
行
か
な
い
。

・
少
し
の
酒
で
も
、
絶
対
に
ハ
ン
ド

ル
を
に
ぎ
ら
な
い
。

・
必
ず
き
ま
す
賠
償
責
任
、
免
許
取

り
消
し
、
信
用
失
墜
の
ツ
ケ
が
。

ス
ト
ー
ブ
に
よ
る

火
災
に
ご
注
意
/

冬
場
の
暖
房
器
具
は
、
生
活
の

必
需
品
で
あ
り
、
特
に
ス
ト
ー
ブ

は
、
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
に
普
及
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ス
ト
ー
ブ

に
よ
る
火
災
は
毎
年
出
火
原
因
の

上
位
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
ス
ト
ー
ブ
の
不
適
切
な
取

り
扱
い
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
ス
ト
ー
ブ
を
使
用

す
る
場
合
に
は
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

O
給
油
す
る
場
合
は
、
ス
ト
ー
ブ

の
火
を
消
し
、
燃
料
は
専
用
の

も
の
を
入
れ
る
。

O

ス
ト
ー
ブ
は
、
カ
ー
テ
ン
や
ふ

と
ん
の
近
く
で
使
用
し
な
い
。

O
洗
濯
物
な
ど
を
ス
ト
ー
ブ
の
上

に
干
さ
な
い
。

O
ス
ト
ー
ブ
の
ま
わ
り
は
整
理
整

頓
し
、
燃
え
や
す
い
物
は
置
か

な
し
。

O
家
を
離
れ
る
と
き
は
、

ブ
の
火
を
必
ず
消
す
。

ス
ト
l

火
の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意
し
、

火
災
の
な
い
明
る
い
年
末
年
始
を

迎
え
ま
し
ょ
う
。

大
洲
消
防
署

10 

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
な
ど

の
人
た
ち
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
老
齢

厚
生
年
金
な
ど
と
同
様
に
、
老
齢
基

礎
年
金
に
上
積
み
し
て
、
ゆ
と
り
あ

る
老
後
に
備
え
る
も
う
ひ
と
つ
の
年

金
制
度
で
す
。

国
民
年
金
基
金
に
加
入
で
き
る
の

は
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を
現
在
納

め
て
い
る
国
民
年
金
第
一
号
被
保
険

者
の
人
で
す
が
、
農
業
者
年
金
基
金

に
加
入
し
て
い
る
、
あ
る

い
は
加
入

す
べ
き
人
は
除
か
れ
ま
す
。
厚
生
年

金
に
加
入
す
る
か
、
住
居
を
県
外
に

移
す
と
脱
退
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
一
度
加
入
す
る
と
任
意
の
申
し

出
に
よ
る
脱
退
は
で
き
ま
せ
ん
。

具
体
的
な
給
付
額
、
毎
月
の
掛
け

金
は
、
加
入
型
や
加
入
口
数
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
選
択
が
可

能
で
、
掛
け
金
は
毎
月
指
定
の
金
融

機
関
の
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落

と
し
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
掛
け
金
は

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
、
所
得
税
や
住
民
税
が
軽
減
さ

れ
、
受
け
取
る
給
付
は
老
齢
基
礎
年

金
と
同
様
に
公
的
年
金
控
除
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
愛
媛
県
国
民
年
金
基

金
宮

0
8
9
・
9
2
1
・
2
1
8
2

ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

エ
イ
ズ
予
防
週
間

十
二
月
一
日
j
七
日

愛
媛
県
で
は
、
十
二
月
一

日
か
ら

一
週
間
を
エ
イ
ズ
予
防
習
週
間
と
し

て
、
エ
イ
ズ
の
正
し
い
知
識
の
普
及
・

患
者
に
対
す
る
社
会
差
別
を
な
く
す

る
た
め
、
次
の
よ
う
な
行
事
を
実
施

し
ま
す
。

①
夜
間
血
液
検
査
(
予
約
が
必
要
)

{
日
時
}
十
二
月
一
日
j

一一一
日

十
七
時
j

二
十
時

{
場
所
}
大
洲
保
健
所

②
夜
間
電
話
相
談

{
日
時
}
十
二
月
一
日
j
三
日

十
七
時
j

二
十
時

{
場
所
}
八
幡
浜
中
央
保
健
所

宮

0
8
9
4
・
2
2
・
0
6
0
0

九

工
イ
ズ

(
A
I
D
S
)
と
は
、
エ

イ
ズ
ウ
イ
ル
ス

(
H
I
V
)
の
感
染

に
よ
っ
て
起
こ
る
疾
患
で
す
。
エ
イ

ズ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
お
よ
そ

六
j
八
週
間
後
に
血
液
中
に
抗
体
が

で
き
、
血
液
検
査
に
よ
っ
て
感
染
し

て
い
る
か
ど
う
か
判
る
よ
う
に
な
り

ま
す
の
で
、
積
極
的
に
保
健
所
な
ど

で
検
査
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
海
外

旅
行
を
し
て
、
帰
国
後
下
痢
や
曜
吐

又
は
発
熱
や
発
し
ん
等
の
症
状
が
あ
っ

た
と
き
は
、
最
寄
り
の
保
健
所
又
は

医
療
機
関
で
、
海
外
旅
行
を
し
た
こ

と
を
告
げ
、
診
療
を
受
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、

大
洲
保
健
所
宮
@
3
1
6
5
ま
で
。
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大
洲
市
役
所
で
は
、
年
末
年
始
の
業
務
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。
年
末
は
、
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の
で
、
ご
用
の
あ
る
方
は
、

お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

市

役

所

本

庁
宮
⑮
2
1
1
1

1 12 
月月
3 ~ 29 
日日
(日)ω

休
み
ま
す

市

民

課

次
の
日
時
に
つ
い
て
は
、
印
鑑
証

明
の
発
行
事
務
の
み
を
行
い
ま
す
。

ロ
月
mu
日

ω
8時
却
分
か
ら

日
時
加
分
ま
で

※
連
絡
所
に
お
け
る
住
民
票
等
の
発

行
事
務
は
、
ロ
月
刊
ω
日
開
ま
で
。

1

月
4
日
か
ら
は
通
常
の
発
行
事
務
を

行
い
ま
す
。

※
閉
庁
期
間
中
の
出
生
・
死
亡
等
の

届
出
は
、
本
庁
の
宿
日
直
者
が
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
。

※
急
用
の
場
合
は
宿
日
直
者
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
(
た
だ
し
、
ご
用
件

の
内
容
に
よ
っ
て
は
宿
日
直
者
が
対

応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
)

市

立

大

洲

病

院

宮

@
2
1
5
1

ロ
月
mu
日

ω
救
急
患
者
の
み
診

療
し
ま
す

1 12 
月月
3 ~ 30 
日日
(日)休)

イ木
号外、

日o-
し
ま
す

コ

収

集

、、、

。
も
や
す
ご
み

ロ
月
白
日
同
ま
で
収
集
し
ま
す

1
月
1
日
幽

}

~

}
休
み
ま
す

1
月
3
日
但

}

1
月
4
日
同
よ
り
収
集
し
ま
す

A

マ
も
や
さ
な
い
ご
み
/
有
害
ご
み
/

資
源
ご
み
(
缶
・
ピ
ン
、
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル・

P
E
T
ボ
ト
ル
)
/
資
源

ご
み
(
古
紙
類
)

ロ
月
m
U

白
川
W

}

~

)
休
み
ま
す

1
月
3
日
但

}

※
休
み
の
聞
は
、
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
指
定
ご
み
袋
以
外
の
ご
み

袋
は
、
年
内
に
使
い
き
っ
て
く
だ
さ
い
。

し

尿

〈

み

取

り

四
月

m白
川
W
}

~

十
休
み
ま
す

1
月
3
日
間

」

※
年
末
は
と
て
も
混
雑
し
ま
す
の
で
、

お
申
し
込
み
は
、
ロ
月
日
日
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
。
ロ
月
刊
日
を
過
ぎ

ま
す
と
、
年
内
に
く
み
取
り
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
お
申
し
込
み
は
、
大
洲
市
汲
取
り

受
付
セ
ン
タ
ー
宮
@
1
0
1
0
ま
で
。

環
境
セ
ン
タ
ー
(ゴ
ミ
焼
却
場
)

宮
⑮

1
6
1
5

.
も
や
す
ご
み
を
直
接
搬
入
さ
れ
る

場
合ロ
月
初
日
同
ま
で
平
常
ど
お
り

(
8
時
叩
分
か
ら
日
時
ま
で
)

ロ
月
紅
白
岡
は

8
時
加
分
か
ら

ロ
時
ま
で

不 |月占

燃|日占
物I(巴}2
5埋|;iT
7骨 | まを
O品 lせ受
5地 |んけ
3 -'"-' I 付

け

1 1 
月 月
3 "-' 1 
日日
(日)幽

休
み
ま
す

図

書

館
宮
⑮
4
4
1
9

1 12 
月月
5 ~ 27 
日日
ω(日)

休
み
ま
す

博

物

館
宮
⑮
4
1
0
7

1 12 
月月
5 "-' 28 
日日
ω 閲)
休
み
ま
す

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

バ
リ
ア
フ
リ

l
の
社
会
を

こ

と

し

あ

き

ぐ

ち

ほ

う

え

い

今
年
の
秋
口
亡
ろ
ま
で
放
映
さ
れ

Z

E
そ

く

し

;

片
山
ぃ
決
N
H
K
朝
の
漣
続
一
ア
ル
だ
朴

説
か
「
天
う
ら
ら
ト
初
、
沖
で
、
女
性
建

築
家
を
め
芦
す
主
人
公
の
う
ら
ら
が
、

ぎ
つ
く
り
擁
仁
し
な
っ
た
と
詰
い
み
パ川町

ア
フ
リ
l
住
宅
の
建
喋
紅
興
味
を
持

ち
は
じ
め
る
と
い
う
場
面
が
あ
り
ま

し
た
。
「
バ
リ
ア
フ
リ
1
」
と
は
、

ど
ル
な
こ
と
で

L
ょ
汚
b

i

d

e
;

，

b
b

〉カ

L
右

し

ま

ま

治

文

て

，

八

む

』

人

しお
)
妊
に
ろ
、
市
内
の
大
型
庖
や
病
院

説
明
新
な
ど
で
、
入
り
口
泣
いK
十円

車
椅
子
の
い
れ
l
ク
が
つ
い
た
駐
車
以

べ
l
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
が
目

に
と
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

げんかん

ι

i

た
、
玄
関
に
ス
ロ

ー
プ
を
つ
け
託
幼
い

淳
靖
子
均
一一社
冷
や代
か
け
ら
れ
記
法
衆

電
話
や
障
害
者
用
ト
イ
レ
を
設
置
す

る
と
こ
ろ
も
ふ
え
て
き
て
い
ま
す
J

エ
レ
ベ

ー
タ
ー
℃
も
、
「
ド
ア
が
閉

ま
目
的

t
す
」
「
上
に
ま

r
Jま
け
ト

「
三
階
で
す
」
な
ど
と
音
戸
内
案
特

化
竹
く
凱
る
の
が
あ
っ
て
、
眼
の
不

自
由
な
人
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
く

な
っ
て
い
ま
け
。

で
ま
ち
な
か

ふ
指
害
渚
抑
制
川
い
れ
出
片
山
、
町
の
中
で

普
通

K
託
会
性
掘
を
送
ろ
う
と
し
て

ム
十
通
路
や
建
物
な
ど
に
は
、
，

r仙川

諸
妨
げ
る
よ
う
な
、
さ
ま
ざ
ま
な
障

壁
」
パ
初
ア
)
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

を
取
り
除
く
こ
と
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー

と
い
い
ま
す
。

A
M
F

ハ

カ

し

こ
の
バ
リ
ア
ロ
リ
1
切
考
え
を
生

か
し
て
、
人
に
優
1

広
い任
み
な
い
町

に
し
て
い
く
こ
と
を
私
た
ち
誰
も
が No.242 

人
権
と
同
和
教
育

ね
が願
っ
て
い
る

w
rけ
いつ

こ
こ
で
、
一
番
大
切
な
こ
と
が
あ

る
こ
と
投
忠
れ
討
は
な
り
ま
せ
札
い

障
唱
渚
澗
題
区
制
す
品
以
々
の
無
知

b
J
通
商
心
、
偏
見
許
差
別
と
い
う
人

の
心
の
中
に
あ
る
大
き
な
障
壁
(
バ

リ
ア
)
を
こ
そ
取
り
除
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

十
二
月
九
日
は
十
「
障
害
者
の
日
」

で
す
。
障
害
者
に
議
す
る
人
の
ま
な

ざ
し
、
そ
の
心
に
冷
た
さ
や
差
別
は

なれ
r
で
ル
ょ
う
か
。

にん炊
の
詩
は
、
満
崎市
者
ザ
、
一
人
の

火
間
と
心
て
の
尊
厳
を
持
ち
な
が
ら
、

4
d
4
H
 
明
る
ぷ
生
き
文
い
き
た
い
と
い
う
、

心
の
叫
び
を
綴
っ
た
も
の
で
す
。

こ

ろ

な
に
げ
な
く
稗
害
広
見
つ
け
た

「
障
害
」
の
三
文
字

じ
ゃ
ま
こ
し
よ
う

私
は
初
め
て
辞
書
を
疑
っ
た

ーーヲ

、-

ト
障
害
」
と
は

手
持
持
つ
こ
と
が
で
捻
る
た
乍

貯
烏
つ切
くさ
え
ず
り
に
耳
を
傾
け

北
の
美
化
さ
に

笑
み
を
浮
か
べ
る
こ
と

曜
は
託
っ
と

書
き
喧
し

窓
を
開
け
た

(愛
媛
県
立
第

一
養
護
学
校
文
芸
部

詩
集
よ
り
)

11 



広報ああず '98 12月号

城
跡
周
辺
の
樹
木
調
査
と
樹
木

整
備
後
の
予
測
調
査
を
実
施
④

今
回
の
調
査
で
は
、
大
洲
城
跡
の

樹
木
の
現
状
に
つ
い
て
調
査
を
し
、

石
垣
や
景
観
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
木
を
選
定
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
を
過
去
3
回
に
わ
た
っ
て
紹
介
し

て
き
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
そ
の

ま
と
め
と
し
て
、
悪
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
木
を
伐
採
し
た
場
合
、
ど
う

い
う
景
色
に
な
る
か
と
い
う
予
想
図

を
報
告
し
ま
す
。

こ
の
予
想
図
の
製
作
に
あ
た
っ
て

は
、
二
月
中
旬
(
落
葉
期
)
、
十
月

上
旬
(
夏
期
)
、
十
一
月
下
旬
(
紅

Eヨ

守28 第

葉
期
)
に
、
城
跡
か
ら
ほ
ぼ
東
西
南

北
方
向
に
固
定
点
を
設
け
、
写
真
撮

影
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
撮
影
し
た

写
真
の
画
面
か
ら
、
伐
採
を
想
定
す

る
樹
木
を
除
去
し
、
大
洲
城
の
復
元

模
型
を
入
れ
込
み
ま
し
た
。
精
度
的

に
は
、
ま
だ
ま
だ
質
の
高
い
と
こ
ろ

も
追
求
で
き
る
の
で
す
が
、
今
回
の

調
査
内
容
か
ら
す
る
と
予
想
結
果
を

把
握
す
る
に
は
十
分
な
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
を
も
と
に
、
大
洲
城

天
守
閣
復
元
委
員
会
な
ど
で
城
跡
内

の
樹
木
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
を
し

て
、
計
画
的
に
樹
木
を
伐
採
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

写真撮影を行った地点

肱川橋中央付近からの予想景観(東方向より望む)E 久米川堤防からの予想景観(西方向より望む)W 

12 

S 大洲高等学校付近からの予想景観(南方向より望む)J R肱川橋りょう付近からの予想景観(北方向より望む)N 
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10月24日(土)砂
今年ち大洲郵便局

l己シャンボ門松n登
場レ~レだ。年賀16
ti'(ぎの発売にあわせ

で局員n製作しだち
ので、隣1216来年の

干支tJ'わいらレいう

せぎの親子ち。

• 

‘....10月5日(月)
中秋め名月の己の目、知法寺河原で観月会ff催され

~レだ。満月 n照らす月明tJ' L/のちと、参加者16いち

た主ペを囲み怠tì~Lう、琴や尺八の情緒あふれ3演奏さ楽

レみまじだ。

10月3日仕)砂
， 98c対抗ず音楽祭丹市民会館で開
催され示レだ。ドイ、νの 『つうう
りつ-フィルハーモニー ・ポシ』

l己よ3世界最高のハーモニーと?

シザンブ/レl己多〈の聴衆n酔いじ 「
れ示レた。‘10月10日比)
上須戒の大洲少年自然の家で、

宿泊研修中の松前小学校5年生n
ユ二ーっち段ボー/レハウスづくり

l己挑戦。

10月30日(金)惨
藤樹まつL/小学生発表会n行わ
れまじだ。市内の小学校tJ'Lう選lef
れだ8人の児童n藤樹先生の教え，
tJ'Lう学んだことRきどき発表じまじ
だ。

‘10月31日仕)
城山の藤樹銅像前で藤樹まつり

記念式典n行われまじた。大洲藤
樹会員や教育関係者ら約 150人 tì~

参加し、藤樹先生の遺徳き偲び~

レだ。

‘10月19日(月)
第 2回大洲市水害

!こ強いまちづ(1.-/懇

談会n開催されまレ
た。現在進められて

い3激甚災害対策特
別緊急事業の進捗状

況が報告されだ後、

水害!と強いまちl己す

3だめの話レ合いが
行われまじだ。



12月号

市
立
幼
稚
園
児
を
募
集
し
ま
す

広報ああず '98

平
成
十
一
年
度
の
大
洲
市
立
幼
稚
園

の
園
児
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
入
国
の
資
格
】

①
大
洲
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

②
満
四
歳
児
及
び
満
五
歳
児

-
満
四
歳
児
平
成
六
年
四
月
二
日
j

平
成
七
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
人

・
満
五
歳
児
平
成
五
年
四
月
二
日

i

平
成
六
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
人

【
募
集
人
員
】

-
大
洲
幼
稚
園

四

歳

三

十

五

人

五

歳

七

十

人

.
喜
多
幼
稚
園

四

歳

七

十

人

五

歳

百

五

人

.
久
米
及
び
平
野
幼
稚
園

四
歳
・
五
歳
各
三
十
五
人

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

+
月
二
十
五
日
分
ま
で
(
敬
称
略
)

金

一

封

西

大

洲

士

居

美

津

子

金

一

封

徳

森

匿

名

金
一
封
(
寄
付
金
)

中

村

中

野

正

光

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
菅
団
地
区
社
協
へ
)

菅

田

町

平

井

五

月

金
一
封
(
肱
南
地
区
社
協
へ
)

柚

木

今

岡

マ

サ

ヱ

金
一
封
(
新
谷
地
区
社
協
へ
)

新

谷

宮

子

キ

ミ

コ

金
一
封
(
三
善
地
区
社
協
へ
)

春

賀

鈴

木

秀

夫

金
一
封
(
第
二
回
鳩
歌
謡
祭
チ
ャ
リ

テ
ィ

l
収
益
金
を
大
洲
市
身
体
障
害
者

協
議
会
へ
)
菅
田
町
菅
田

カ
ラ
オ
ケ
天
国
「鳩
」
宮
本

吉
岡
昭
一

※
五
歳
児
の
募
集
人
員
は
現
在
の
在
園

児
を
含
ん
だ
人
数
で
す

【
入
園
手
続
】

入
国
願
書
を
平
成
十
年
十
二
月
十
五

日

ω1十
二
月
二
十
五
日
幽
ま
で
の
聞

に
各
幼
稚
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

入
国
願
書
は
、
各
幼
稚
園
に
あ
り
ま
す
0

・
大
洲
幼
稚
園
含

@
3
5
6
5

-
喜
多
幼
稚
園
含

@
2
2
6
6

・
久
米
幼
稚
園
宮
@
2
7
9
6

・
平
野
幼
稚
園
包
@
2
8
8
9

h
¥
υ
o
 

も

h

~

‘
0

川選

金
一
封
(
寄
付
金
を
肱
南
地
区
社
協

へ

)

大

洲

工

藤

登

喜

子

(
物
品
の
口
座
)

車
イ
ス
二
台
(
市
立
大
洲
病
院
へ
)

大

洲

池

田

隆

宏

九
月
二
十
五
日
j
十
月
二
十
五
日
ま
で

累

計

額

四
六
二
万
三
、九
O
六
円

内
指
定
配
分

二
八
四
万
七
、
八
四
一
円

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

訂町が城の 【

正 、 で十お
の城・西・光阿一詫
う光・大・儀蔵月び
え洲-さ号と
、儀・ ん梶の訂
おさ梶・と谷ま正
詫ん谷・掲繁ご】
びの繁・載ーこ
申誤ー・いさろ
しりさたんの
上でんし、お
ぜし、ま平く
王た平し野り
九。野た町も

郵
便
局
か
ら
の
お
願
い

平
素
は
、
郵
便
局
を
ご
利
用
い
た
だ

き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

七
ケ
タ
の
郵
便
番
号
の
記
入
に
際
し
ま

し
て
は
、
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、

「
一
年
を
、
書
い
た
数
だ
け

ふ
り
か
え
る
・:
」
年
賀
状
の
時
期
と
な

り
ま
し
た
。
大
切
な
年
賀
状
を
元
旦
に

お
届
け
す
る
た
め
に
、
十
二
月
二
十
四

日
ま
で
に
、
ぜ
ひ
差
し
出
し
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
今
度
の
年
賀
状
で
は
、

ご
自
宅
に
加
え
、
宛
て
先
の
住
所
に
つ

き
ま
し
で
も
、
七
ケ
タ
の
郵
便
番
号
を

ご
記
入
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
新
郵
便
番
号
簿
の
必
要
な
方

は
、
お
近
く
の
郵
便
局
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。
大
洲
郵
便
局

合

@
3
8
3
0

10月末までの大洲市内の交通事故

10月末現在 昨年同期

件数 244 236 

負傷者 311 3 2 5 

死者 2 2 

間
十
二
月
新
刊
案
内

小
さ
い
こ
と
に
く
よ
く
よ
す
る
な

リ
チ
ャ

l
ド
・
カ
ー
ル
ソ
ン
著

お
江
戸
風
流
さ
ん
ぽ
道

杉
浦
日
向
子
編

戦
争
と
正
義

ト
ム
・
エ
ン
ゲ
ル
ハ

1
ト
ほ
か
著

聖
母
マ
リ
ア

Y
・
ペ
リ
カ
ン
著

龍
馬
l
最
後
の
真
実
l

菊

地

明

著

地

下

の

ベ

ル

リ

ン

河

合

純

枝

著

大

雪

山

の

四

季

塩

谷

秀

和

著

紅

一

点

論

斎

藤

美

奈

子

著

「
良
い
母
親
」
と
い
う
幻
想

，

シ
ャ

l
リ
・

L
・
サ
l
ラ
著

「
こ
ん
な
上
司
」
に
な
り
な
さ
い
!

中
島
孝
志
著

生
き
残
れ
る
か
生
保
会
社
舘
浮
貢
次
著

ネ
ク
タ
イ
を
締
め
た
海
賊
た
ち
浜

矩

子

著

田
代
か
ら
考
え
た
い
遺
言
書
の
書
き
方

中
山
三
基
子
・
川
村
百
合
著

母
を
思
い
国
を
想
う
舛
添
要
二
者

精
神
分
裂
病
の
謎
精
神
外
科
の
栄
光

と

悲

惨

岡

田

文

彦

著

子
ど
も
の
た
め
の
精
神
医
学
大
原
健
士
郎
著

ヒ

イ

ラ

ギ

の

権

瓜

谷

修

治

著

更
年
期
が
、
や
っ
て
き
た
!河
野
美
香
著

環

境

ホ

ル

モ

ン

入

門

立

花

隆

著

手
編
み
で
愛
情
赤
ち
ゃ
ん
ニ
ッ
ト

木

村

孝

編

未
来
地
球
か
ら
の
メ

1
ル

エ
ス
タ

l
・
ダ
イ
ソ
ン
著

庭
の
楽
し
み
l
西
洋
の
庭
園
二
千
年

ア
ン

・
ス
コ
ッ
ト
H
ジ
ェ
イ
ム
ズ

ほ
か
著

14 

犬

と

遊

ぶ

坂

田

郁

夫

著

農

人

日

記

秋

山

豊

寛

著

名
画
の
秘
密
日
本
画
を
楽
し
む

細
野
正
信
編

花

鳥

画

の

描

法

山

田

玉

雲

著

日

本

骨

董

大

図

鑑

高

橋

洋

二
著

病
者
の
文
学
|
正
岡
子
規
黒
沢
勉
著

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
の
夜
花
村
高
月
著

塗
仏
の
宴
宴
の
始
末
京
極
夏
彦
著

寡
黙
な
死
骸
み
だ
な
ら
弔
い
小
川
洋
子
著

幕

末

浪

漫

剣

鳥

羽

亮

著

夜

叉

の

断

崖

梓

林

太

郎

著

遮

那

王

伝

説

三

田

誠

広

著

目
撃
早
朝
新
幹
線
が
運
ぶ
殺
意

津
村
秀
介
著

坂

上

弘

著

勝

目

梓

著

中
嶋
博
行
著

司
馬
遼
太
郎
著

小
川
洋
子
著

立
松
和
平
著

さ
く
ら
も
も
こ
著

安
岡
章
太
郎
著

土

師

守

著

啓
太
の
選
択

汚
名
司
法
戦
争

燃
え
よ
剣

凍
り
つ
い
た
香
り

光
の
雨

も
も
こ
の
話

で
こ
ぼ
こ
の
名
月

淳

J
u
n

女

医

上

・

下
シ
ド
ニ
ー
-
シ
ェ
ル
ダ
ン
著

セ
ザ
ン
ヌ
を
探
せピ
l
タ
1
・
メ
イ
ル
著

北
の
海
辺
テ
l
オ
ド
ア
・
フ
ォ
ン
タ

l
ネ
著

平
成
十
年
度
愛
媛
県

読
書
活
動
研
究
地
区
集
会
案
内

日
時

平
成
日
年
1
月
幻
日
同

ヘハ
u

n

U

F

h

d

n

U
ノ

戸

苛

I
n
u
f
1
1
i
.
ハ
U
」

場
所
大
洲
市
役
所
二
階
大
ホ
l
ル

N
H
K
八
木
健
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
講

演
も
あ
り
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ

支」い
。



12月号広報ああず '98

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
を
募
集
し
ま
す

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
平
成
十

一
年
度
職
員
募
集
を
次
の
よ
う
に
実
施

し
ま
す
。

【
採
用
予
定
職
種
友
ぴ
人
員
】

〈
正
職
員
〉

-
運
転
手
兼
介
助
員
一
名
程
度

・
寮
母

二
名
程
度

〈嘱
託
職
員
〉

-
調

理

員

若

干

名

・

看

護

婦

若

干

名

・
運
転
手
兼
介
助
員
若
干
名

〈パ

1
ト
職
員
〉

-
登
録
ヘ
ル
パ

l

五
名
程
度

{
募
集
期
間
及
び
応
募
方
法
】

平
成
十
年
十
二
月

一
日
か
ら
平
成
十

一
年
一
月
十
一
日
ま
で
の
執
務
時
間
中

に
受
け
付
け
ま
す
。
受
験
申
込
書
は
、

持
参
す
る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
郵
送
の
場
合
は
、
一
月
十
一
日
の

消
印
ま
で
有
効
で
す
。

【
応
募
資
格
】

①
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務
員
法

第
十
六
条
(
禁
治
産
者
な
ど
)
に
該

当
し
な
い
人

②
採
用
後
は
、
勤
務
地
に
通
勤
可
能
な

地
域
に
居
住
で
き
る
人

①
大
型
ま
た
は
普
通
自
動
車
免
許
を
有

す
る
人
(
職
種
に
よ
る
)

④
昭
和
三
十
四
年
四
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
(
正
職
員
)
/
お
お
む
ね

六
十
歳
ま
で
の
人
(
嘱
託
・
パ

l
ト

職
員
)

※
応
募
資
格
・
勤
務
条
件
・
試
験
日
な

ど
詳
し
く
は
、
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議

会
8
@
3
5
0
9
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

製
造
業
者
の
皆
さ
ん
へ

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

十
二
月
三
十

一
日
現
在
で
、
次
の
統

計
調
査
が
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。

O
平
成
十
年
度
工
業
統
計
調
査

製
造
事
業
所
の
実
態
を
調
査

O
平
成
十
年
度
石
油
等
消
費
構
造
統
計

調
査従
業
者
三
十
人
以
上
の
製
造
事
業

所
の
石
油
等
の
消
費
実
態
を
調
査

本
年
十
二
月
か
ら
来
年

一
月
に
か
け

て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。
な
お
、

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容

に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密

が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
数
字
等
の
正

確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

【問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
調
整
課

8
@
2
1
1
1
(
内
線
3
8
6
)

考

え

よ

う

あ
な
た
の
人
権
わ
た
し
の
人
権

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
本
年
十
二
月
を

「世
界
人

権
宣
言
五
十
周
年
・
人
権
擁
護
委
員
制

度
五
十
周
年
記
念
月
間
」
と
定
め
ま
し

た。

私
た
ち
が
豊
か
な
日
常
生
活
を
営
む

た
め
に
は
、
お
互
い
の
立
場
を
尊
重
し
、

自
分
の
権
利
ば
か
り
を
主
張
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
心
が
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
子
ど
も
の

「
い
じ
め
」
、
体
罰

の
問
題
、
差
別
、
い
や
が
ら
せ
、
家
庭

問
題
、
近
所
と
の
も
め
ご
と
な
ど
で
お

困
り
の
人
は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委

員
か
法
務
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
秘
密
は
国
く
守
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
当
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
、

次
の
方
々
で
す
。

O
松

本

忠

行

O
大

塚

年

男

な
送
付

・
再
就
職
の
準
備
な
ど
の
個
別
相
談

-
指
定
す
る
教
育
訓
練
の
受
講
費
用
割

引
券

(
二
割
引
)
の
発
行

{問
い
合
わ
せ
先
}

肘
幻
世
紀
職
業
財
団
愛
媛
事
務
所

8
0
8
9
・
9
2
1
・
5
6
6
0

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
フ
ラ
ワ
ー
ス
ク
ー
ル
み
き
園

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
展

四
月
1
日

ω
j
u月
6
日
間

V
大
洲
学
園
・
育
成
園
創
作
展

ロ
月
8
白
川

w
j
u月
日
日
同

V
木
彫
り
遊
会
作
品
展

ロ
月
日
日
附

j
u月
初
日
間

V
四
季
の
花
々
と

メ
リ
l
・
ク
リ
ス
マ
ス
押
し
花
展

ロ
月
包
日

ωiロ
月
却
日

ω

※
展
示
時
間
四
時
j

口
時

最
終
日
は
同
時
ま
で
。

【人
力
車
運
休
の
お
知
ら
せ
】

ロ
月
か
ら
、
人
力
車
を
運
休
し
ま
す
。

3
月
か
ら
は
、
引
き
続
き
運
行
い
た
し

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
お
ず
赤
煉
瓦
館

含
@
1
2
8
1

教
育
相
談
の
ご
案
内

大
洲
市
就
学
指
導
委
員
会
で
は
、
発

達
が
気
が
か
り
な
子
ど
も
の
た
め
に
教

育
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
就
学
や

入
学
後
の
学
校
生
活
に
不
安
が
あ
る
」

「入
学
を
希
望
す
る
学
校
を
参
観
し
た

い
」
「
適
切
な
治
療
及
び
教
育
機
関
を

探
し
て
い
る
」

「
家
庭
で
の
療
育
に
助

言
が
ほ
し
い
」
こ
の
よ
う
な
相
談
に
市

内
の
小
中
学
校
教
員
が
応
じ
ま
す
。
相

談
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
大
洲
市
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
包
@

2
1
1
1

(内
線
5
4
0
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
日
程
に
つ
い
て
は
、
平

成
十

一
年

一
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

8
@
5
2
3
5
 

8
@
5
8
2
9
 

再
就
職
希
望
登
録
者
募
集
中
f

「
育
児
や
介
護
か
ら
手
が
離
れ
た
ら
、

も
う

一
度
働
き
た
い
」

側
幻
世
紀
職
業
財
団
は
、
そ
ん
な
あ

な
た
の
再
就
職
の
準
備
を
、
長
期
的
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

妊
娠
、
出
産
、
育
児
ま
た
は
介
護
な

ど
の
た
め
に
退
職
し
た
人
で
、
将
来
的

に
再
就
職
を
希
望
す
る
人
は
、
お
気
軽

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
登
録
手
続

き
は
無
料
で
す
。

【支
援
内
容
】

・
再
就
職
に
役
立
つ
情
報
誌
の
定
期
的

(有)南予水道住設
ft25-1350 
佐藤水道庖
含 24 -4 4 1 0 
(有)星 加 水道設備
合 26-0020
上 甲建 設(械
合 24-5 9 1 4 
徳森設備
ft25-4023 
滝田商庖
合 25-0901
(有) 丸 電工業
合 24-5351
西田水道庖
ft26-0265 
(有)三原設 備
合 24-3 7 8 3 
淳 山水道 工事庖
ft24-2583 
(有)いの水道設備
まま 24-2 2 1 6 
伊予屋住設
ft24-2541 
(有)内田電気水道設備
ft25-2858 
岡福水道工事庖
ft24-3656 
(有)オクダ設備
ft24-3674 
大塚鉄工所
ft25-0300 
倒神田鉄工所
ft24-4122 
神南設備
ft25-4684 
城戸電業社
ft25-2944 
久保鉄工所
ft26-0537 
(械土居鉄工所
ft24-4519 
(有)アサノ設備
合 24 -0 783 
(有)南予水道住設
ft25-1350 
佐藤水道庖
ft24-4410 
(有)星 加水道設備
合 26 -0 020 
上甲建設(株)
ft24-5914 
惰)内田電気水道設備
ft25-2858 
岡福水道工事庖
ft24-3656 
闘いの水道設備
ft24-2216 
伊予屋住設
ft24-2541 
(有)三原設備
ft24-3783 
敦 山水 道工事庖
ft24-2583 
徳森設備
合 25 -4 0 2 3 
滝田商店
ft25-0901 

12月5日出

12月6日(日)

12月12日出

12月13日但)

12月19日国

12月20日(日)

12月23日休)

12月26日出

12月27日(日)

12月28日(月)

12月29日ω

12月30日(水)

12月31日(木)

1月1日幽

1月2日出

1月3日(日)

1月4日(月)

15 



相
談
ご
と
案
内

'98 

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
利

用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
}
(
愛
媛
県
)

日

時

ロ

月
8
日

ω
m時
1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

日
時
ロ
月
幻
日
間
叩
時
j
日
時

場
所
市
役
所
五
階
会
議
室

{
人
権
相
談
】
(
法
務
省
)

日

時

ロ

月
日
日

ω
叩
時
j

日
時

場
所
平
野
公
民
館

日
時
ロ
月
同
日
幽

叩
時
j

m
時

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
】

o
一
般
相
談
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

O
法
律
相
談
毎
週
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談
宮
@
5
6
2
9
(
直
通
)

関
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時

間

叩

時
j
ロ
時
、
日
時
j
m
時

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室
(
市
役
所
別
館
二
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

広報おおず

保健センターだより

平成10年 7月生※

平成9年 5月生

平成7年11月生

合 24-3775
・乳幼児健康診査・

12月1日伏)

12月15日ω
12月22日(;k)

13 : 00 ~ 13 : 30 受付時間

【
行
政
相
談
】
(
総
務
庁
)

日
時
ロ
月
幻
日
間

9
時
j

ロ
時

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

急
ぐ
と
き
に
は

8
@
5
6
6
0
(
政

所
)
ま
た
は
含
@
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

【
社
会
保
険
担
談
】

日

時

ロ

月

4
日
幽
、

U
日
同

日
時
l
m
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
同
和
問
題
に
関
す
る
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲

隣

保

館

包
@
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館

8
@
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時
ロ
月
四
日

ω
9時
j

m
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

岡
上
田
喜
六
不
動
産

中
村
三
二
一

O

九
台

@
4
4
5
2

【
青
小
手
担
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

な

や

み

ゼ

ロ

含

@
7
8
3
0

【
ふ
れ
愛
ス
ク
ー
ル
相
談
電
話
}

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
に
関
す
る
ご

相
談
は
何
で
も
承
り
ま
す
。

日

時

毎

日
8
時
叩
分
l
U
時

公

(ωぃH
a

七
日
μ

国
立
大
洲
青
年
の
家

担
当

大洲市保健センター

母子手帳・アンケート

.乳幼児育児相談.

受付時間

実施場所

パスタオル(※のみ)

平成10年 2月生

9 : 30~ 10 : 00 

大洲市保健センター

12月8日りd

実施場所

持参品

|休日|急|患|診|療|
12月6日(日) 小川整形医院(三の丸)

ft23-5596 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

12月13日(日) 中塚内医院(西大洲)

ft24-0606 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

12月20日(日) 東大洲城戸眼(東大洲)

ft24-1010 

大洲中央病院(東力向1)

ft24-4551 

大久保内医院(八多喜)

ft26-1131 

加戸病院(若宮)

ft24-5101 

12月27日(日)浦岡医院(三の丸)

ft24-2024 

保

健

所

各

種

相

談

各
種
医
療
・
保
健
・
福
祉
相
談
に
応

じ
ま
す
。

V
難
病
医
療
相
談

日
時
毎
月
第
3
火
曜
日

日
時
j

日
時

V
精
神
保
健
福
祉
相
談

日
時
毎
月
第
3
金
曜
日

目
時
j
日
時

V
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

日
時
毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

日
時
1
ロ
時

V
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談

日
時
ロ
月
四
日
(
水
)

日
時
i
日
時

就
学
前
の
幼
児

(
4
j
6
歳
)

対
象

母子手帳・パスタオル

.健康相談・栄養相談.

12月21日(月)

持参品

10:00 ~ 12:00 、 13 : 00~ 15:00

大洲市保健センター

健康手帳(予約制)

実施場所

持参品

12月23日休)

内
d守

廿

歯
科
検
診
・
は
み
が
き
指
導
、

フ
ツ
ソ
塗
布
、
健
康
相
談
、
栄

養
相
談

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

大
洲
保
健
所
公
@
3
1
6
5

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
ロ
月
3
日
嗣

市
立
大
洲
病
院
叩
時
l
u
時

平
成
病
院
日
時
叩
八
万
i
m
時
却
分

実
施
日
目
月
刊
ω
日
幽

大
洲
保
健
所
9
時
却
八
万
1
1
時
却
分

大
洲
高
等
学
校ロ
時
却
八
刀
j
日
時
却
分

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と
お
り
検

定
試
験
を
行
い
ま
す
。

【
珠
算
】

試

験

日

平

成

日

年

2
月
日
日
回

受
付
期
間
ロ
月
U
日
1
1
月
日
日

※
詳
し
い
内
容
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

商
工
会
議
所
合
@
4
1
1
ー
ま
で

大洲中央病院(束力片1)

ft24-4551 

[平日夜間の急患]

月・火曜日 市立大洲病院(西大洲)

1月3日(日)投票日

16 

合 24 -2 151 

加戸病院(若宮)

ft24-5101 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

…って投票…等学
愛媛県知事選挙

日

木~日曜日

曜

【
編
集
後
記
}
表
紙
の
「
知
っ
て
お
き

た
い
季
節
の
花
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
今
月

号
で
終
了
と
し
ま
す
。
写
真
・
解
説
を

提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
博
物
館
の
土
居

泰
正
館
長
さ
ん
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
な
お
、
ま
だ
ま
だ
知
り
た
い
植

物
が
あ
る
と
い
う
人
は
、
ぜ
ひ
博
物
館

へ
。
館
長
さ
ん
に
や
さ
し
く
教
え
て
も

ら
え
ま
す
よ
。
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